
調査方法

　2019年 6月から2020年 11月までに毎月1回の頻度で，
自然教育園の鬼門付近においてアズキガイの採集調査を
行った。調査地のリター上に 50 cm × 50 cm の方形枠
を無作為に 3か所置き，各枠内のリターを全て回収した。
回収したリターを現地で目合 10 mm× 10 mmの篩にか
け，篩の上に残された試料から目視で生貝と思われた個
体を探して採集した。篩から落ちてきた試料については，
ビニール袋に入れて研究室に持ち帰り，目合 2 mm× 2 
mmの篩にかけて分画したのち，肉眼ならびに実体顕微
鏡下でアズキガイを探して回収した。得られたすべての
アズキガイの殻長を測定した。この際，貝殻に軟体部が
入っていない個体を死貝として扱った。各採集日におけ
るアズキガイの個体数密度を算出した。
　アズキガイと同所的に生息する陸貝の種を調べるた
め，自然教育園の鬼門付近において，2019 年 6 月 27 日
にライントランセクト法により 10 m × 50 cm の範囲内
の陸貝を目視で探して採集して記録した（繰り返し数：
5）。また，2020 年 4 月以降のアズキガイの採集調査の際
に他種の陸貝が見つかった場合には，それらも採集して
記録し，個体数密度を算出した。

はじめに

　アズキガイ Pupinella rufa はアズキガイ科の陸産貝
類（以下，陸貝）である。日本国内における自然分布
は中部地方より西であり，リター層や地表に生息する
（福岡県環境部自然環境課，2014）。本種は東京都内をは
じめとした関東にも分布するが（上島，2001；Waki et 

al.，2021；2022），それらは西日本の個体の人為的な国
内移入と考えられている。国立科学博物館附属自然教育
園では，1999 年の生物相調査以降から本種が採集されて
おり（上島ら，2001），その後の調査でも本種が継続し
て得られている（上島，2019；倉持ら，2019；Waki et 

al.，2022）。また，定量的な調査ではないものの，1999
年の生物相調査時よりも 2019 年の方が個体数密度が高
いと指摘されている（上島ら，2019）。一方で，本園で
は在来種を中心に 30 種ほどの陸貝が生息しており（上
島ら，2001；2019），これらとアズキガイが生息場や餌
料をめぐり競合していることが懸念される。しかし，ア
ズキガイの園内における定量的な生息情報や，アズキガ
イと同所的に生息する陸貝の種に関する知見は少ない。
そこで本研究では，過去の生物相調査においてアズキガ
イが継続的に観察された鬼門付近のリター層において，
アズキガイの生息状況の季節的な推移と，本種と同所的
に生息する陸貝の種を調べて記録した。
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結果と考察

　2019 年 6 月から 2020 年 11 月にかけて，枠取り調査
の各採集時に得られたアズキガイ生貝の殻長を図 1－A
に表した。本調査期間全体を通して，殻長 10 mm程度
の成貝が継続的に採集されたことから，本陸貝種が複数

年以上生きることが示唆された。孵化後間もないと考え
られる 2 mm以下の小型個体は，2019 年 10 月から 2020
月 3 月においてのみ得られた。このことから，本種の卵
の孵化が主に秋季あるいはこれより前の時期から始ま
り，孵化後の小型個体が冬季に成長を停止することが示
唆された。アズキガイ生貝の個体数密度は，調査開始時
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図 1． 2019 年 6月から 2020年 11月における自然教育園鬼門付近で採集されたアズキガイの殻長および個体数密度の
経時変化．A．生貝の殻長．B．生貝の個体数密度．C．死貝の殻長．D．死貝の個体数密度．



の 2019 年 6 月には 76 個体 /m2 であり，その後は 9月の
突発的な高い個体数密度を除くと初秋まで概ね横ばいで
推移したが（図 1－ B），気温の低い 11 月以降から翌年
5月に低下する傾向を示した。個体数密度が低下し始め
る 2019 年秋季に死殻の採集密度が多い傾向にあったこ
とから（図 1－ C，D），アズキガイが気温の低下に伴い
死亡して個体数を減らしたことが示唆された。
　2019 年 6 月のライントランセクト法ならびに 2020 年
4 月から 11 月にかけての枠取りで採集されたすべての
陸貝の種を表 1に示した。この調査では合計 618 個体の
陸貝が得られ，そのうちアズキガイが 221 個体で，他の
陸貝は 14 種 397 個体であった。自然教育園では 30 種ほ
どの陸貝が記録されているが，特にこれら 14 種の陸貝
とアズキガイが競合関係にある可能性が高いと考えられ
る。これらの種間関係をより詳細に検討するためには，
各種陸貝の餌料やマイクロハビタットなどの生態を調べ
て特定する必要があると考えられた。自然教育園内では，
鬼門付近と同様にアズキガイが高い個体数密度で生息す
る場所が他にもある可能性が高く，園内から本種を根絶
することは難しいと想像される。幸い，現在のところ
東京都内で本種が移入していない公園も報告されており

（Waki et al.，2021；2022），本種の侵入は限定的である。
今後は，本園から別の場所へ非意図的にアズキガイが導
入されることを未然に防ぐことが望ましい。
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森ほか：自然教育園のアズキガイ

2019年* 2020年**

6 月
27 日

4 月
14 日

５月
28 日

6 月
18 日

7
9
月
日

8 月
26 日

9 月
25 日

10 月
18 日

11 月
21 日 合計

アズキガイ 3.70 36.00 20.00 64.00 108.00 68.00 92.00 116.00 8.00 515.70 

ミジンヤマタニシ 0 4.00 0 4.00 0 0 0 0 8.00 16.00 

ナタネガイ科の一種 0 164.00 92.00 228.00 108.00 72.00 92.00 196.00 96.00 1048.00 

ベッコウマイマイ科の一種 0 44.00 0 0 0 24.00 16.00 52.00 4.00 140.00 

ウラジロベッコウ 0 8.00 0 4.00 0 0 4.00 0.00 4.00 20.00 

コハクガイ 0.08 4.00 0 4.00 0 4.00 8.00 32.00 16.00 68.08 

ケシガイ属の一種 0 20.00 0 12.00 8.00 0 40.00 44.00 20.00 144.00 

オカチョウジガイ 0.04 0 4.00 0 0 0 4.00 4.00 4.00 16.04 

トクサオカチョウジガイ 0 0 4.00 0 0 0 8.00 24.00 12.00 48.00 

サツマオカチョウジガイ 0 4.00 0 0 0 0 0 0 0 4.00 

ヒクギセル 0 4.00 0 0 0 0 4.00 0 0 8.00 

ナミギセル 0.28 0 0 0 0 0 0 0 0 0.28 

ヒカリギセル 0.16 0 0 0 0 0 0 0 0 0.16 

ニッポンマイマイ 0.04 0 0 0 0 0 0 0 0 0.04 

エンスイマイマイ 0.04 4.00 0 0 0 0 4.00 4.00 8.00 20.04 

*ライントランセクト法による調査。**枠取りによる調査。

表 1．2019 年 6月から 2020 年 11月にかけて自然教育園の鬼門付近で得られた陸産貝類（単位：個体数 /m2）
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